
令和２年度  清原北小学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

「人間尊重の教育」を基盤に，自ら考え，正しく判断し，豊かな心をもって，たくましく生きる児童を育成する。 

【考え深く】         【こころ豊かで】           【たくましく】 

活用期  ・ 自ら考え，工夫する子   ・ こころ豊かで思いやりのある子    ・ 気力と体力のあるたくましい子 

基礎期  ・ 自分で考え，学習する子  ・ 親切で思いやりのある子       ・ 元気でがんばる子 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

【小規模特認校として，保護者や地域から信頼され連携・協力しながら，夢と理想をもって共に成長していく学校】 

児童一人一人の良さを伸ばし，その成長を支え促す学びの場となるよう，児童・教職員・保護者・地域が互いに信頼し合い，

関わり合いながら教育活動を一層充実させ，特色ある学校づくりを推進する。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

≪基本方針≫ 

「小規模特認校として，保護者や地域から信頼され連携・協力しながら，夢と理想をもって共に成長していく学校」 

視点①【達成感と成就感】 

児童一人一人が目当てをもって，生き生きと学習や活動に取組み，達成感や成就感を味わうことのできる学校 

視点②【個性と認め合い】 

児童のよさや個性が発揮でき，お互いが認め合い，励まし合いながら伸びていこうとする気風が満ちている学校 

視点③【気力と体力】 

児童自らが，体力・健康・食生活の向上・安全を関連付けた望ましい生活習慣を身に付け，気力と体力が充実している学校 

 

４ 教育課程編成の方針 

・ 国・県・市の示すところに従い，公教育の立場を堅持し調和と統一ある教育課程を編成する。 

・ 児童の生きる力を育むこと，成長するための基盤を培うことを目指す。 

・ 小規模特認校として，児童の実態や学校の特色，地域の教育力を生かして家庭や地域との連携を図る。 

・ 教育課程を介して目標を学校と保護者，地域が共有し，教育内容をどのように学び，どのような資質・能力を身に付けら

れるようにするのかを明確にしながら，保護者や地域との連携・協働によりその実現を図る。 

 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】 

〇 小規模特認校として，学校・家庭・地域が互いに連携を深め，地域の教育力を高めるとともに，小中一貫教育の基本方

針に沿いながら学校力の向上を図る。 

・ 教職員として自己研鑽を積み，専門職としての資質・能力を高め，協働しながら教科・学級・学校経営の適正化を図

る。 

・ 業務の適正化によるワークライフバランスをを意識した働き方を推進する。 

【 学 習 指 導 】 

・ 個に応じた細やかな指導により，「基礎学力の定着」を図る。 

  ○ 児童と達成感や成就感を共有し合うことにより「学ぼうとする力」を育成する。 

【 児 童 生 徒 指 導】 

  ・ 自分のよさや可能性を認識し，進んで課題解決や目標達成に取組むための資質・能力として「自己肯定感」を高める。 

  〇 認め合い，励まし合い，協力し合える豊かな人間関係を築き，「ともによりよく生きようとする心」を育成する。 

【健康（体力・保健・食・安全）】 

  〇 体力向上・健康増進・食生活の充実・安全に関する望ましい生活習慣を身に付けさせ，心身ともに「健康で安全な生活

を創る力」を育成する。 

 

 

別紙２ 

[清原地域学校園教育ビジョン] 

  自己を見つめ，自己のよさを生かした夢の実現に向けて，主体的に取り組む児童生徒の育成 

             ～人との豊かなかかわりを通して～ 



６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 
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Ａ１ 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，授業中，話をし

っかりと聞いたり発表し

たりするなど，進んで学習

に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

 

①  ねらいや目標を明確にし，見通しを

もたせた授業を行うと共に，ふり返り

についても書き方を指導し，個人内の

変容や価値の一般化を図れるように

する。 

② 単元によって習熟度別学習を適切

に取り入れ，学習内容の定着を図る。 

③ 年間指導計画の自校化を図り，新学

習指導要領に則った研修を計画的に

実施する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ２ 児童は，思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても，

思いやりの心をもって優

しく接している。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒教職員 ８０%以上 

 

①  掲示物「ハッピーなーべー号」によ

る良い所紹介や，道徳科の授業を中心

に多様な考えや価値観を認め合う機

会を多く作る。 

②  「ふわふわ言葉」を推奨し，優しい

言葉遣いで相手に接することができ

るようにする。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ３ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，きまりやマナー

を守って生活している。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

 

①  基本的な生活習慣定着のため，教職

員の共通理解を図るとともに学校や

学級での様子を積極的に発信し，保護

者の理解・協力・連携を引き続き強化

していく。 

② 年度初めに学級できまりやマナー

の確認や，児童会を主体に啓発活動を

行い，全児童が同じ価値観を共有しな

がら実践できるよう指導していく。ま

た，児童が自らマナーやきまりを再確

認できるように可視化する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ４ 児童は，時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，時と場に応じた

あいさつをしている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童  ８０%以上 

⇒保護者  ８０%以上 

 

①  あいさつ運動を行う等，自治的な活

動を推進する。 

②  教職員から積極的にあいさつをし，

大人があいさつの模範となるように

する。 

③  児童会においてあいさつを励行し，

気持ちのよいあいさつをしている児

童を紹介する。 

④ 廊下で先生とすれ違った際は，互い

にあいさつや会釈をする。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 



Ａ５ 児童は，目標に向か

ってあきらめずに，粘

り強く取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ

て，あきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒教職員 ８０%以上 

①  各種検定（鉄棒・水泳・縄跳び）に

おいて，今年度の目標値を設定させる

とともに，中間にも目標値の確認を行

い，必要に応じて目標の修正を行う。 

② 体育委員会の児童が「運動教え隊」

を結成して視覚資料を作成して，新し

い遊び等を紹介し，自然に日常運動に

つなげさせる。 

③ 各教科及び各活動において，振り返

りを確実に行い，自己の変容を確認さ

せる。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ６ 児童は，健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，健康や安全に気

を付けて生活している。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

 

①  「学年スクスク」，「全校スクスク」

などで健康指導を継続するとともに，

家庭でも児童のよさや頑張りが話題

になるように家庭への周知を行う。 

②  「スクスクウィーク」や長期休業中

の「スクスクチェック」により，家庭

での生活習慣への意識を高めるとと

もに，できている児童への称賛を確実

に行う。 

③ 交通安全教室や避難訓練を通して

行った振り返りを活用し，指導や称賛

を行い児童自身の適切な判断力の向

上を図っていく。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ７ 児童は，夢や目標を

もって，社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ

て，あきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

 

①  係活動・委員会活動・清掃活動にお

いて，定期的に振り返りを行い，取り

組みを確認させるとともに，児童が意

欲的に活動を行えるように内容を工

夫したり問題解決的な課題を設定し

たりする。 

② 昼会スピーチや学級での発表にお

いて，頑張っていることなどについて

話したり，友達の話を聞いたりするこ

とにより，目標に向かって努力するこ

との大切さに気付かせるとともに，頑

張りを認める機会を作る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ８ 児童は，英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，英語を使ってコ

ミュニケーションしてい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

 

①  児童の興味関心や発達段階に応じ

て，英語での放送を朝や清掃時に行

う。 

② 引き続き，AETや担任が日常の中で

積極的に英語で話したり，やり取りを

見せたりして英語表現に慣れ親しま

せる。 
 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 



Ａ９ 児童は，宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，宇都宮の良さを知

っている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

 

①  生活科・社会科・総合的な学習の時

間(宇都宮学)を活用し，宇都宮の歴史

や伝統文化等を理解し，地域素材を活

かした教育活動の展開・充実を図るこ

とにより，良さを実感させる。 

②  児童が学んだ宇都宮の良さの情報

を発信する場を設けることにより，よ

り多くの児童に関心をもたせる。 

③ 道徳科の時間を活用し郷土を愛す

る心情を育む。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ10 児童は，ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，ＩＣＴ機器や図

書等を学習に活用してい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒教職員 ８０%以上 

①  図書館司書と連携を図り，各教科に

おいて積極的に図書館を利用する場

面を洗い出したり，低学年は週１回図

書館を利用する時間を位置づけたり

する。 

② プログラミング教材等，児童が利用

しやすいように環境整備を図る。 

③ デジタルカメラなど児童が手軽に

活用できるように基本的な操作方法

（動画を含む）を指導するとともに，

活用する場を多く設ける。 

 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ11 児童は，高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。          

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても思

いやりの心をもってい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

 

①  生活科や総合的な学習の時間，会話

科などで，高齢者の方の立場や気持ち

などを考える場を設けた上で実践で

きるよう指導する。 

②  地域教材（天祭，梨，生き物調査）

を扱う際に，高齢者の努力により地域

が現在のように住みやすくなってる

ことを指導する。 

③ 地域の方の協力に対し，お礼の手紙

を書くなど感謝の気持ちを育んでい

く。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ12 児童は，「持続可能

な社会」について，関

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，環境問題や防災

等の「持続可能な社会」に

ついて，関心をもってい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒教職員 ８０%以上 

①  社会科や総合的な学習の時間，外国

語活動・外国語科の時間を活用し，環

境や国際理解，食に関する指導を行っ

たり，横断的な指導を実施したりする

など，工夫・改善を図る。 

② 児童会活動を中心に環境問題や防

災等について話題にしたり，持続可能

な社会に関わる本やニュースを紹介

したりすることで，自分たちの生活と

地球規模の課題がつながっているこ

とを意識させ，関心をもたせる。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 



Ｂ2 児童は，積極的に自分

の考えを表現したり，

相手の話を聞いたりし

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，積極的に自分の

考えを表現したり，相手の

話を聞いたりしている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒教職員 ８０%以上 

①  引き続き，児童の主体的な活動を重

視して展開したり，自分の考えを表現

する場を計画的に位置づけ，相手を意

識した表現方法の指導を行ったりす

る。 

② 表現力やコミュニケーション力の

育成を図るため，各教科や会話科にお

いて聞くことを重視した授業の展開

を工夫する。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
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Ａ13 教職員は，特別な支

援を必要とする児童

の実態に応じて，適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を

必要とする児童や外国人

児童の実態に応じて，適切

な支援をしている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

 

①  少人数指導の推進，かがやきルーム

の活用，個に応じた支援の工夫などを

行い，適切な支援ができるよう配慮す

る。 

② スクールカウンセラーや市教育セ

ンターなどの関係機関と連携を図り，

児童の実態に応じた適切な指導・支援

が行えるよう工夫・改善していく。 

③ 特別な支援を必要とする児童への

かかわり方や指導法などの情報を適

宜教職員で共有・工夫し，より効果的

な指導・支援ができるようにする。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ14 教職員は，いじめが

許されない行為であ

ることを指導してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，いじめが許さ

れないことを熱心に指導

してくれる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

 

① 「いじめは絶対にダメ」ということ

を継続指導し，いじわる，嫌がらせな

どにも厳しく指導する。 

② 「いじめゼロなかよし集会」におい

て，校長講話や児童会による啓発活動

を行い，よりよい人間関係作りに努め

る。 

③ 日々の様子やいじめアンケート，教

育相談などをもとに，いじめの早期発

見に努め，毅然とした態度で指導を行

う。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ15 教職員は，不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，いじめが許さ

れないことを熱心に指導

してくれる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

 

①  「ハッピーなーべー号」を活用し，

友達の良い所を積極的に認めること

で，一人一人の自己肯定感を高める。 

② 学級活動などの特別活動において，

個性や特技を生かすなど活躍の場を

設け，活動後にその頑張りを称賛す

る。 

③ お互いが個性を理解し，よりよい人

間関係作りができるよう協働作業等

を取り入れる。 

 

【【達成状況】 

 

【次年度の方針】 



Ａ16 教職員は，外国人児

童生徒等の実態に応

じて，適切な支援をし

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を

必要とする児童や外国人

児童の実態に応じて，適切

な支援をしている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

①  日本語指導ボランティアや特別支

援教室との連携を図りながら，生活や

学習に必要な日本語表現を身に付け

させる。 

② 道徳や外国語科・外国語活動におい

て，異なる文化慣習について話題にす

るなど学級での指導を十分に行い，互

いの文化を大切にしようとする心情

を育てる。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ17 学校は，活気があ

り，明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，活気があり，明

るく生き生きとした雰囲

気である。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

①  学習活動におけるねらいや目標を

明確にし，見通しをもって解決できる

よう支援の充実を図る。 

②  自己の成長を感じられるようにふ

り返りを行い，必要に応じてそれを生

かし繰り返し取り組める場を設定す

ることで，児童の意欲の向上に努め

る。 

③ 小規模校の特性を生かし，一人一人

を大切にした教育活動（昼会スピーチ

など）の展開や，状況や場面に応じて

話す相手を意識させた指導を行って

いく。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ18 教職員は，分かる授

業や児童にきめ細か

な指導を行い，学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方の授業は分かり

やすく，一人一人に丁寧に

教えてくれる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

①  各調査や学級における児童の実態

を担任や特別支援教室担当教員，学力

向上担当教員，保護者が共有し，それ

をもとに学級及び児童各個人の適切

な目標を設定しながら学力向上に努

める。 

② 日常の授業実践を重視し，児童の学

習状況を的確に把握することにより，

朝の学習の時間や学習相談タイムを

効果的に活用し，学習内容の確実な理

解と定着を図る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり，

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校に関わる教職員が

チームとなり，協力して業

務に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

 

①  共通理解すべき事項について，打合

せ・掲示板・回覧などによる周知を徹

底し，全職員が連携，協力して，学習

指導や児童指導に取り組める体制を

強化する。 

②  栄養士，司書，AET，特別支援教室

担当教員，学力向上担当教員など多様

な専門性を有する学校スタッフの各

種行事等での役割を，実施計画に明確

に位置づける。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 



Ａ20 学校は，教職員の勤

務時間を意識して，業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校に関わる教職員が

チームとなり，協力して業

務に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８０%以上 

①  月一回のリフレッシュデーを設定

することにより，計画的に業務を行

い，定時退勤を心がける。 

② 出退勤時刻を自分自身で管理した

り，目標退勤時刻を各自が決めて業務

を行ったりすることで、勤務時間厳守

の意識を高める。 

③ 事務スタッフなどの職員が，教員の

事務作業等を集約して実施すること

により，業務の効率化を図る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ21 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，小学校と中学校

が連携した「小中一貫教

育・地域学校園」の取組を

行っている。」 

における肯定的回答 

⇒児童  ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

 

①  地域学校園の分科会で指導方針等

の共通理解を図り指導していくとと

もに，中学校訪問，児童指導の情報交

換・連携を充実させ，小中学校間の連

携を強化する。 

②  小中一貫教育に関する取組の様子

をＨＰ，各種たよりを活用して発信

し，周知していく。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ22 学校は，地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，家庭・地域・企

業と連携・協力して，教育

活動や学校運営の充実を

図っている。」 

における肯定的回答 

⇒保護者  ８５%以上 

⇒地域住民 ８５%以上 

 

①  特認校として家庭・地域・企業と連

携した特色ある教育活動（「板戸学習

プログラム」等）を教育課程に位置付

け，年間指導計画を見直し，改善を図

りながら実践していく。 

②  町探検や近隣施設との関わりなど，

各活動において，地域の教育力を生か

した取組ができるよう継続して実施

するとともに，取組の様子を掲示し，

意識を高める。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい児童の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，家庭・地域・企

業と連携・協力して，教育

活動や学校運営の充実を

図っている。」 

における肯定的回答 

⇒保護者  ８５%以上 

⇒地域住民 ８５%以上 

①  学級懇談会や三者懇談等の機会や

学年だより等の各種便り，ＨＰ，「まな

びポケット」等を通して，教育活動の

方針や児童の成長の様子を伝え，家庭

との連携・協力を図る。 

②  学校・家庭が連携協力した環境整備

作業や外部講師・各種団体を招いた教

育活動を計画・実施し，より主体的に

学ぶ姿勢や地域を愛する心を育んで

いく。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 



Ａ24 学校は，利用する人

の安全に配慮した環

境づくりに努めてい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，利用する人の安

全に配慮した環境づくり

に努めている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８０%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

 

①  授業時間帯に門扉・校舎出入口の施

錠を徹底するとともに，防犯対策につ

いて表示することで，児童・来校者へ

の防犯意識を高める。（インターフォ

ンでの対応） 

②  駐車場等での規則について，お願い

の手紙やＨＰ等で周知することで，交

通事故の防止に努める。 

③  暑さ指数の掲示や，こまめな水分補

給など，常時，暑さ対策を周知・徹底

することで熱中症事故等の防止につ

とめる。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ25 学校は，学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

等を整えている。  

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，ＩＣＴ機器や図

書等を学習に活用してい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒教職員 ８０%以上 

 

①  デジタル教科書等のメディア教材

やパソコン室・図書室等の「学習・情

報センター」としての機能を積極的に

活用することで，学習内容の理解を深

める。 

②  蔵書の充実を図るため，地域学校園

での「蔵書貸し借りの制度」や市立図

書館の「希望図書貸し出しサービス」

等を活用する。  

③  学年に応じたプログラミング教育

の実践のために，プログラミング教材

を活用しやすいように整えたり，教員

が研修する機会を設けたりする。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ1 学校は，地域の素材

や教育力（歴史や自然，

文化，人材等）を生かし，

教育活動の充実を図っ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，地域の素材や教

育力（歴史や自然，文化，

人材等）を生かし，教育活

動の充実を図っている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒教職員 ８０%以上 

① 特認校としての特色ある教育活動

を学校経営の軸として教育課程に位

置付け，学校と家庭・地域の双方向的

な関係としての「地域とともにある学

校」を実践する。 

② 生活科や社会科・総合的な学習の時

間などの年間指導計画を見直すと共

に学校行事との関連を図りながら，地

域の素材や教育力を生かした学習活

動を意図的・系統的に取り入れる。 
 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 



 

７ 学校関係者評価 

 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 


